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　今月号の表紙は古座の「古城山」です。和歌山城の別名
「虎伏山城」になぞらえて「虎城山」とも呼ばれます。
　山頂に戦国時代当地方の領主高川原摂津守貞盛氏の山城跡
があり、曲輪や堀切の跡が見られます。新宮の堀内安房守氏善
の古座地方進攻を食い止めようと海上交通を監視する要所に
あるこの地に築城されました。
　山腹にある青原寺は、貞盛の子孫家盛が開基し、庫裏の
大黒柱に古城山城の古材を用いたと伝えられています。

表紙文化財紹介表紙文化財紹介

古 城 山古 城 山
町指定文化財町指定文化財 史 跡史 跡
昭和52年2月4日指定昭和52年2月4日指定

ここ じょうじょう ざんざん

山頂からの眺望

とら

くるわ

せいげん いえもり く り

ほりうちあわのかみうじよし

ふすやま こじょう

たか が はらせっつのかみさだもり
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ジュニアリーダー研修会

町民大運動会

4
月

・
図
書
館
よ
み
き
か
せ
会

  

（
毎
月
第
２
土
曜
日
）

・
こ
ど
も
読
書
の
日
よ
み
き
か
せ
会

・
町
体
育
協
会
総
会

・
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
総
会

5
月

・
公
民
館
支
館
長
・
分
館
長
・
主
事
会
議

・
町
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会
総
会

・
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
総
会

・
図
書
館
協
議
会

・
文
化
財
保
護
審
議
会

・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

・
軟
式
野
球
大
会

6
月

・
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
串
本
町
推
進

委
員
会
総
会

・
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
総
会

・
子
ど
も
会
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

7
月

・
子
ど
も
会
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

・
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
街
頭
啓
発

・
卓
球
大
会

・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

8
月

・
終
戦
75
年
平
和
祈
念
特
別
展

・
盆
野
球
大
会

・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

9
月

・
陶
芸
教
室

・
串
本
町
俳
句
大
会

・
囲
碁
・
将
棋
大
会

・
6
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

・
秋
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

10
月

・
町
民
大
運
動
会

・
歩
こ
う
会

・
中
学
生
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
大
会

・
大
人
の
た
め
の
お
は
な
し
会（
図
書
館
）

11
月

・
町
民
総
合
展

・
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
ま
つ
り

・
子
ど
も
劇
団
等
鑑
賞
事
業

12
月

・
本
州
最
南
端
串
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

交
歓
大
会

・
サ
ン
・
ナ
ン
タ
ン
串
本
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会

・
ナ
ン
タ
ン
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ラ
ソ
ン
記
録
会

・
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

・
子
ど
も
会
ク
リ
ス
マ
ス
会

1
月

・
成
人
式

・
文
化
財
防
火
訓
練

・
年
始
剣
道
大
会

・
文
化
セ
ン
タ
ー
・
町
立
体
育
館
災
害

（
防
火
）
避
難
訓
練

・
文
化
自
主
事
業
講
演
会

2
月

・
子
ど
も
会
・
青
少
年
育
成
町
民
会
議
親

子
料
理
教
室

・
市
町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
大
会

・
近
畿
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究
協
議
会

3
月

・
町
民
音
楽
祭

・
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

・
本
州
最
南
端
寿
野
球
大
会

　

教
育
課
の
公
民
館
関
係
事
業
で
は
、
令
和
２
年
度
事
業
に
つ
い
て
、
左
記
の

と
お
り
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
考
慮
し
、
延
期
・
中
止
す
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

令
和
２
年
度
　
教
育
課
　
社
会
教
育
・
社
会
体
育
関
係
の
事
業
予
定

　公民館報くしもと　第91号

成人教育

健康体操（橋杭支館）

和
深
支
館

○
俳
句
教
室

○
大
正
琴
教
室

○
コ
ー
ラ
ス
教
室

○
合
気
道
教
室

○
横
笛
教
室

○
陶
芸
教
室

○
太
鼓
教
室

○
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

○
精
霊
送
り

○
和
深
文
化
祭

○
防
災
学
習
会

赤
瀬
支
館

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
教
室
・
大
会

○
防
犯
講
座

○
餅
つ
き
大
会

○
料
理
教
室

○
健
康
体
操

○
歩
こ
う
会
・
お
花
見
会

江
田
分
館

○
生
花
教
室

○
カ
ラ
オ
ケ
教
室

○
卓
球
教
室

○
盆
踊
り
大
会

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
教
室
・
大
会

○
お
花
見
会

田
並
支
館

○
陶
芸
教
室

○
書
道
教
室

○
生
花
教
室

○
歩
こ
う
会

○
民
踊
教
室

○
田
並
展

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
教
室
・
大
会

有
田
支
館

○
ラ
ジ
オ
体
操

○
盆
行
事

○
な
ん
で
も
展

○
ミ
ニ
運
動
会

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

○
歩
こ
う
会

錦
富
支
館

○
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

○
カ
ラ
オ
ケ
教
室
・
大
会

○
俳
句
教
室

○
編
物
の
会

○
成
人
教
育
講
座

○
室
内
体
操

潮
岬
支
館

○
ヨ
ガ
教
室

○
子
ど
も
囲
碁
教
室

○
卓
球
教
室
・
大
会

○
社
交
ダ
ン
ス

○
大
正
琴
教
室

○
区
民
展

○
お
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

○
潮
岬
節
保
存
会

○
か
ん
り
ん
文
庫

橋
杭
支
館

○
俳
句
教
室

○
俳
画
教
室

○
ヨ
ガ
教
室

○
茶
道
教
室

○
囲
碁
大
会

○
ミ
ニ
展
示
会

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
教
室
・
大
会

出
雲
支
館

○
ヨ
ガ
入
門
体
験
教
室

○
健
康
体
操
教
室

○
文
字
教
室

○
生
花
教
室

○
染
物
教
室

○
和
裁
教
室

○
編
物
教
室

○
料
理
教
室

○
味
噌
作
り
教
室

○
ゴ
キ
ブ
リ
団
子
作
り
教
室

○
み
つ
ろ
う
ラ
ッ
プ
作
り
教
室

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

○
室
内
球
技
大
会

○
歩
こ
う
会

大
島
支
館

○
ヨ
ガ
教
室

○
工
芸
ク
ラ
フ
ト
教
室

○
救
急
救
命
教
室

○
盆
踊
り
大
会

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

串
本
町
公
民
館
各
支
館
の
主
な
行
事

串
本
町
公
民
館
各
支
館
の
主
な
行
事
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古座地区演芸会

須
江
支
館

〇
音
楽
教
室

○
ヨ
ガ
教
室

○
ク
ラ
フ
ト
手
芸
教
室

○
民
踊
教
室

○
料
理
教
室

○
健
康
体
操

○
ゴ
キ
ブ
リ
駆
除
団
子
作
り

○
盆
踊
り
大
会

樫
野
支
館

〇
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

〇
料
理
講
習
会

〇
ク
ラ
フ
ト
講
習
会

〇
染
物
教
室

○
成
人
教
育
講
座

西
向
支
館

〇
健
康
教
室

〇
パ
ソ
コ
ン
教
室

○
編
物
教
室

〇
童
謡
教
室

〇
演
芸
会

〇
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
手
芸
教
室

〇
香
道
教
室

古
座
支
館

〇
わ
ら
ぞ
う
り
作
り

○
伝
承
芸
能
活
動

〇
ク
ラ
フ
ト
バ
ッ
グ
教
室

〇
体
操
教
室

〇
演
芸
会

○
成
人
教
育
講
座

田
原
支
館

〇
編
物
教
室

〇
コ
ー
ラ
ス
教
室

〇
卓
球
教
室

〇
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

〇
ね
ん
ね
こ
祭

○
品
評
・
展
示
会

〇
成
人
教
育
講
座

各
種
講
座
・
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
申
込
等

は
各
支
館
ま
た
は
、
串
本
町
文
化
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

串
本
町
教
育
課
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
．
０
７
３
５
（
６
２
）
０
０
０
６

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
、
当
分
の
間
、
閲
覧
席
の
利
用

を
停
止
し
、
貸
出
・
返
却
の
み
の
ご
利
用

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
不
便
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
開
館
時
間　

９
時
〜
17
時
15
分

○
休
館
日　
　

国
民
の
祝
日

　
　
　
　
　
　

毎
週
月
曜
日

　
　
　
　
　
　
（
祝
日
の
場
合
は
火
曜
日
）

○
お
問
合
せ

　

串
本
町
図
書
館

　

☎
０
７
３
５
（
６
２
）
４
６
５
３

　

毎
月
第
２
土
曜
日
の
朝
10
時
か
ら
３
歳

以
上
の
子
ど
も
さ
ん
を
対
象
に
、
よ
み
き

か
せ
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

絵
本
の
よ
み
き
か

せ
の
他
、
折
り
紙
や

手
遊
び
な
ど
も
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
や
、
図

書
館
の
移
転
に
伴
い
、
日
程
が
変
更
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

図
書
館
が
遠
く
て
利
用
で
き
な
い
方
々

の
た
め
に
、
本
を
車
に
積
ん
で
各
地
域
を

回
り
貸
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
方
で
あ
れ
ば
、
大
人
も
子
ど
も

も
ご
利
用
で
き
、
貸
出
冊
数
は
１
人
に
つ

き
10
冊
ま
で
、
貸
出
期

間
は
次
の
巡
回
日
ま
で

と
な
り
ま
す
。
巡
回
日

程
等
は
下
記
の
と
お
り

で
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

図
書
の
貸
出
に
つ
い
て
、
通
常
１
人

２
冊
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
閲
覧

席
の
利
用
を
停
止
し
て
い
る
期
間
は
、

小
学
生
以
上
の
方
へ
の
貸
出
冊
数
の
上

限
を
１
人
10
冊
ま
で
、
貸
出
期
間
は
１

ヶ
月
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

令和２年度  自動車文庫巡回日程表

サ
ー
ビ
ス
の
一
部
停
止
に
つ
い
て

貸
出
冊
数
の
増
冊
に
つ
い
て

よ
み
き
か
せ
会
に
つ
い
て

自
動
車
文
庫
に
つ
い
て
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町長からプレートの伝達を受ける
博多敏希さん（左）

　

成
就
寺
（
西
向
）
が
所
有
す
る
国
指
定

重
要
文
化
財
方
丈
障
壁
画
45
面
の
う
ち
、

「
紙
本
墨
画
林
和
靖
図
」
壁
貼
付
１
面
が
、

「
紡
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
修
理
助
成
事

業
の
助
成
を
受
け
て
修
繕
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
「
紡
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
皇
室
ゆ

か
り
の
美
術
工
芸
品
や
国
宝
・
重
要
文
化

財
な
ど
、
日
本
の
美
を
未
来
へ
伝
え
、
世

界
へ
発
信
し
て
い
く
た
め
に
、
文
化
庁
、

宮
内
庁
、
読
売
新
聞
社
が
官
民
連
携
で
取

り
組
む
事
業
で
す
。

　

障
壁
画
は
江
戸
時
代
の
絵
師
・
長
沢
芦

雪
が
制
作
し
た
も
の
で
、
昭
和
54
年
に
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
45

面
の
う
ち
44
面
は
現
在
和
歌
山
県
立
博
物

館
に
寄
託
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
障
壁
画
は

建
具
と
し
て
日
常
的
に
使
用
さ
れ
て
伝

わ
っ
た
た
め
、
文
化
財
指
定
当
時
よ
り
全

体
に
渡
り
傷
み
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

う
え
、
寄
託
時
に
取
り
外
す
こ
と
が
か
な

わ
な
か
っ
た
本
壁
貼
付
は
、
寄
託
さ
れ
た

同
寺
障
壁
画
と
比
較
し
て
格
段
に
傷
み
が

進
行
し
て
お
り
、
遠
か
ら
ず
滅
失
が
危
惧

さ
れ
る
状
態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
修
繕
事
業
で
は
、
専
門
の
業
者

に
よ
っ
て
本
壁
貼
付
は
建
物
か
ら
取
り
外

さ
れ
、
京
都
国
立
博
物
館
内
の
文
化
財
修

理
所
に
て
修
繕
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

４
月
13
日
、
串
本
町
役
場
で
登
録
有
形

文
化
財
登
録
証
と
青
銅
製
の
プ
レ
ー
ト
の

伝
達
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

旧
神
田
家
別
邸
（
稲
村
亭
）
は
、
串
本

き
っ
て
の
商
家
神
田
家
の
隠
居
所
と
し
て

明
治
７
年
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
明
治
４

年
に
有
田
の
稲
村
海
岸
に
流
れ
着
い
た
巨

木
で
造
ら
れ
た
こ
と
か
ら
「
稲
村
亭
」
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
上
質
で
端
正
な
造

り
が
認
め
ら
れ
、
昨
年
12
月
５
日
に
国
の

登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

伝
達
式
で
は
、
田
嶋
町
長
が
現
在
の
所

有
者
で
あ
る
株
式
会
社
一
樹
の
陰
の
博
多

敏
希
代
表
取
締
役
に
登
録
証
と
プ
レ
ー
ト

を
手
渡
し
ま
し
た
。

成
就
寺

　

臨
済
宗
東
福
寺
派
。
山
号
は
薬
王
山
で
、
寛
永
15
年
（
１

６
３
８
）
創
建
さ
れ
た
。

　

芦
雪
が
南
紀
歴
訪
の
際
に
最
初
に
訪
れ
た
寺
と
し
て
伝

わ
っ
て
お
り
、
鋭
い
観
察
眼
が
う
か
が
え
る
「
群
雀
図
」
や
、

濃
墨
の
画
法
が
印
象
的
な
「
唐
獅
子
図
」
な
ど
の
ふ
す
ま
絵

が
45
面
残
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
境
内
の
墓
地
に
は
、
当
地
方
中
世
の
領
主
で
あ
り

熊
野
水
軍
の
雄
将
と
し
て
活
躍
し
た
小
山
氏
の
墓
が
あ
り
、

同
寺
は
小
山
家
の
菩
提
寺
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

長
沢
芦
雪
（
１
７
５
４
〜
１
７
９
９
）

　

江
戸
時
代
を
代
表
す
る
絵
師
・
円
山
応
挙
の
弟
子
。
天
明

６
年
（
１
７
８
６
）
当
時
33
歳
の
頃
に
円
山
応
挙
の
命
を
受

け
て
紀
南
を
訪
れ
、
成
就
寺
や
無
量
寺
（
串
本
）
な
ど
の
寺

院
に
数
々
の
力
作
を
残
し
た
。
大
胆
で
独
創
的
な
構
図
と
自

由
奔
放
な
画
風
に
富
み
、「
奇
想
の
画
家
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。

紙
本
墨
画
林
和
靖
図

　

紙
本
墨
画
と
は
紙
に
描
か
れ
た
墨
の
絵
の
こ
と
。

　

林
和
靖
は
中
国
宋
時
代
の
詩
人
で
、
西
湖
の
弧
山
に
隠
遁
し
、
20
年
間
世
俗
と
の

関
わ
り
を
断
ち
、
妻
子
を
持
た
ず
、
鶴
を
飼
い
梅
を
愛
し
た
。
林
和
靖
の
生
き
方
は

理
想
の
文
人
の
姿
と
し
て
仰
が
れ
、
絵
の
題
材
と
し
て
も
よ
く
採
り
上
げ
ら
れ
た
。

　

こ
の
林
和
靖
図
は
、
林
和
靖
の
と
こ
ろ
に
、
鶴
を
案
内
と
し
て
訪
れ
る
客
人
を
描

い
て
い
る
。
林
和
靖
を
覆
う
よ
う
に
画
面
全
体

に
枝
を
伸
ば
す
梅
の
樹
勢
は
、
非
現
実
的
で
は

あ
り
な
が
ら
も
、
芦
雪
の
優
れ
た
構
成
力
を
示

し
て
い
る
。

成
就
寺
方
丈
障
壁
画
「
紙
本
墨
画
林
和
靖
図
」
修
繕
に
つ
い
て

成
就
寺
方
丈
障
壁
画
「
紙
本
墨
画
林
和
靖
図
」
修
繕
に
つ
い
て

旧
神
田
家
別
邸
（
稲
村
亭
）

登
録
有
形
文
化
財
登
録
証
を
伝
達

旧
神
田
家
別
邸
（
稲
村
亭
）

登
録
有
形
文
化
財
登
録
証
を
伝
達

し
ほ
ん
ぼ
く
が
り
ん
な
せ
い
ず

し
ほ
ん
ぼ
く
が
り
ん
な
せ
い
ず

じ
ょ
う
じ
ゅ
じ

か
ら
じ
し
ず

ぼ
だ
い

な
が
さ
わ
ろ
せ
つ

ま
る
や
ま
お
う
き
ょ

し
ほ
ん
ぼ
く
が
り
ん
な
せ
い
ず

せ
い
こ

こ
ざ
ん

ぐ
ん
じ
ゃ
く
ず
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こ
ん
な
は
ず
で
は
な
か
っ
た
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
延
期
の
こ
と
で

あ
る
。
二
〇
二
〇
年
は
日
本
国
民
が
待

ち
望
ん
で
い
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
る
年
で
あ
り
、
そ
れ
に
向
け

て
着
々
と
準
備
は
進
ん
で
い
た
。
聖
火

リ
レ
ー
も
四
月
十
日
に
道
の
駅
「
く
し

も
と
橋
杭
岩
」
に
到
着
し
町
総
合
運
動

公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
ま
で
運
ば
れ

る
は
ず
だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
二
〇
二
〇
年
の
年
が
あ
け

よ
う
と
し
て
い
た
頃
に
中
国
武
漢
市
で

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
発
生
し
、
ま

た
た
く
間
に
全
世
界
に
広
が
っ
て
し

ま
っ
た
。
四
月
現
在
で
は
世
界
一
八
〇

カ
国
以
上
で
一
九
〇
万
人
を
超
す
感
染

者
と
十
万
人
を
超
す
死
者
を
出
し
て
い

る
。

　

そ
れ
で
も
一
月
、
二
月
の
頃
は
ま
だ

な
ん
と
か
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
開
催

さ
れ
る
と
思
っ
て
い
た
の
だ
が
、
三
月

二
十
四
日
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
一
年
後
に
延
期
さ
れ

る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。
選
手
達
は
も

ち
ろ
ん
私
達
も
み
ん
な
落
胆
し
た
が
、

今
は
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
に
勝
っ
て
来
年
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　

毎
日
の
よ
う
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関

連
の
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
て
い
た
お

り
、
ど
う
も
喉
の
調
子
が
お
か
し
い
事

に
気
が
つ
い
た
。
喉
の
奥
に
何
か
が

つ
っ
か
え
て
い
る
様
な
感
じ
が
す
る
。

痛
く
は
な
い
の
だ
が
、
何
日
か
様
子
を

見
て
い
て
も
治
る
気
配
が
な
い
。
そ
れ

と
共
に
胸
や
け
が
し
、
食
べ
物
を
食
べ

て
も
お
い
し
く
な
い
。
生
来
胃
は
丈
夫

な
ほ
う
で
痛
く
な
っ
た
り
胸
や
け
が
し

た
事
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
に
。

　

い
ろ
い
ろ
調
べ
て
み
る
と
、
こ
れ
は

「
胃
食
道
逆
流
症
」
か
も
と
思
い
あ

た
っ
た
。
食
道
と
胃
の
境
目
に
あ
る
筋

力
が
緩
み
、
胃
酸
や
食
べ
た
物
が
逆
流

し
食
道
に
炎
症
を
起
こ
す
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
病
院
で
内
視
鏡
検
査
（
胃
カ

メ
ラ
）
を
受
け
る
の
が
良
い
と
書
か
れ

て
い
た
の
で
、
今
ま
で
受
け
た
事
が
な

か
っ
た
け
れ
ど
受
け
て
み
る
こ
と
に
し

た
。

　

周
り
の
胃
カ
メ
ラ
経
験
者
に
話
を
聞

く
と
「
何
度
も
え
ず
い
て
大
変
だ
っ

た
」
と
か
「
も
う
二
度
と
し
た
く
な

い
」
と
か
…
。
こ
ん
な
話
を
聞
く
と
こ

ん
な
の
私
に
は
無
理
！
と
思
っ
た
。
で

も
あ
る
人
が
「
麻
酔
が
効
い
て
い
た
の

で
知
ら
な
い
う
ち
に
終
わ
っ
た
よ
」
と

言
う
の
だ
。
そ
ん
な
に
楽
な
方
法
も
あ

る
ん
だ
と
思
い
嬉
し
く
な
っ
た
。
早
速

そ
の
病
院
を
聞
い
て
訪
れ
た
。

　

私
の
症
状
を
聞
い
た
先
生
は
、
も
う

何
が
原
因
か
わ
か
っ
た
よ
う
な
口
ぶ
り

だ
っ
た
が
、
ま
ず
は
胃
カ
メ
ラ
で
検
査

し
て
か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
事

だ
っ
た
。

　

検
査
室
に
入
り
横
に
な
っ
て
口
に
器

具
を
は
め
て
待
っ
て
い
た
が
、
先
生
が

な
か
な
か
や
っ
て
こ
な
い
。
患
者
の
多

い
病
院
な
の
で
先
生
も
忙
し
そ
う
だ
。

「
も
う
先
生
が
来
ま
す
よ
」
と
看
護
師

の
声
。「
胃
の
動
き
を
止
め
る
注
射
し

ま
す
ね
」「
眠
く
な
る
お
薬
い
れ
ま
す

ね
」
と
言
わ
れ
た
あ
と
は
、
も
う
先
生

が
入
っ
て
来
た
の
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

突
然
「
終
わ
り
ま
し
た
よ
」
と
体
を
揺

す
ら
れ
、
フ
ラ
フ
ラ
し
な
が
ら
検
査
室

を
出
た
。

　

そ
の
あ
と
先
生
の
話
を
聞
き
に
行
く

と
「
ピ
ロ
リ
菌
が
原
因
で
胃
炎
に
な
っ

て
い
ま
す
ね
」
と
の

こ
と
。
ピ
ロ
リ
菌
？

聞
い
た
こ
と
は
あ
る

け
ど
そ
れ
は
何
？

　

ピ
ロ
リ
菌
は
一
九

八
〇
年
代
に
発
見
さ

れ
、
胃
の
粘
膜
に
生

息
し
て
胃
炎
や
胃
潰
瘍
な
ど
の
胃
の
病

気
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
子
供
の
頃

に
感
染
し
除
菌
し
な
い
限
り
胃
の
中
に

棲
み
つ
づ
け
る
と
の
こ
と
。
な
ん
て
お

そ
ろ
し
い
。
今
ま
で
五
十
年
以
上
も
私

の
胃
の
中
に
い
た
な
ん
て
！

　

そ
の
後
の
ピ
ロ
リ
菌
検
査
で
も
陽
性

が
で
て
、
除
菌
の
薬
を
一
週
間
飲
ん
だ
。

一
ヶ
月
た
っ
た
今
は
お
か
げ
さ
ま
で
、

胸
や
け
や
つ
か
え
感
な
ど
の
症
状
は
ほ

と
ん
ど
な
く
な
り
、
健
康
な
食
生
活
を

送
っ
て
い
る
。
除
菌
で
き
て
い
る
か
ど

う
か
も
う
す
ぐ
病
院
で
検
査
が
あ
る
が
、

ど
う
か
ピ
ロ
リ
菌
が
私
の
胃
か
ら
な
く

な
っ
て
い
ま
す
よ
う
に
。

　

ち
な
み
に
私
の
胃
カ
メ
ラ
の
検
査
の

時
主
人
が
そ
ば
に
い
た
が
、
私
は
し
っ

か
り
と
え
ず
い
て
い
た
そ
う
で
す
。
私

に
は
記
憶
が
な
い
の
だ
け
れ
ど
。（
笑
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
地　

美
香

灯
台
灯
台
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　教育課では、串本町文化センターにおいて下記
の講座を行っており受講者を募集しています。

施設名／曜日 月 火 水 木 金 土 日

串本西中学校

串本中学校 ○ ○ ○ ○ ○ ○

潮岬中学校 ○ ○ ○ ○ ○

大島中学校

西向中学校 ○ ○ ○ ○

串本西小学校 ○ ○

串本小学校 ○ ○ ○ ○ ○ ○

潮岬小学校 ○ ○ ○ ○ ○ ○

大島小学校 ○ ○ ○ ○ ○

橋杭小学校 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

西向小学校 ○ ○ ○ ○

古座小学校 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

施設名／曜日 月 火 水 木 金 土 日

旧和深中

旧田並小

旧錦富小学校 ○ ○

旧大島中学校

旧田原中学校 ○ ○ ○ ○

英会話教
室

第1～4水曜日
午後7時30分～

会議室
A・Ｃ 町内ＡＬＴ

パソコン
教室

第1・2木曜日
午後7時～ 視聴覚室 西野　裕先生

書道教室 第1・2木曜日
午後7時～ 会議室B 中西惠子先生

料理教室 第1・2・3火曜日午後6時30分～ 調理室 西嶋正彦先生

茶道教室 第1・3木曜日
午後7時～ 講座室 西千津香先生

俳句教室 第3木曜日
午後1時～ 会議室Ｃ 赤松徳二先生

　学校体育館夜間開放申込状況については下記のとおりです。〇印の入っているとこ
ろが現在申込みの入っているところです。
　空欄のところで体育館ご利用希望の方は教育課社会教育グループまでお問い合わせ
下さい。

学校体育館夜間開放申込状況学校体育館夜間開放申込状況

令和２年度令和２年度

本館講座受講生の募集本館講座受講生の募集
今夏に計画されていましたトルコ姉妹都
市メルシン市からの青少年団の来町ですが、
新型コロナウイルス感染症の世界的な流行
を受け、メルシン市と協議した結果、中止
することといたしました。
来年度以降の予定についてはメルシン市
と改めて協議しますので、今後とも本事業
へのご理解とご協力をお願いいたします。

トルコ姉妹都市青少年団
来町中止のお知らせ

お
知
ら
せ

教
育
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

お
問
合
せ
は

串
本
町
教
育
課　

社
会
教
育
グ
ル
ー
プ
ま
で

☎
０
７
３
５
（
６
２
）
０
０
０
６
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